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魚は、
はい

肺とよくにたしくみのえらを通して、水中にと 

けた酸素をすばやく体内にとり入れているのさ。 

魚の
こ き ゅ う

呼吸のしくみを、教えて 

■魚のえらは、広い表面積をもち、水にとけた酸素をとり入れる 

 魚は、たえず口からたくさんの水を飲みこみ、えらぶたのすき間から水を外へ出

しています。えらぶたの中のえらは、赤いくしの歯が集まったように見えます。下

図のように、このくしの歯の１本をけんび鏡で大きくして見ると、さらに細かいく

しの歯が集まったようなつくりになっています。いちばん小さいくしの歯の表面近

くには、細かい毛細血管がたくさんきています。 

 えらは、水にとけこんでいる酸素を、すばやくたくさん毛細血管の血液にとり入

れたり、体内の二酸化炭素を水中に出したりできるように、できるだけ水にふれる

表面積が大きくなる、 くりになっているのです。 

 

 

 

 

 

  

■肺は、広い表面積を

 人の肺は、小さい
はい

肺

毛細血管がたくさん集

で３～６億個、その表

こんだ空気と毛細血管

行われています。肺と

 

 

つ
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もち、空気中の酸素をとり入れる 

ほうというふくろの集まりで、ふくろのまわりには、細かい

まっています。左右にある肺の肺ほうの数は、大人の男の人

面積は、１００㎡にもなるほどです。この広い表面で、
す

吸い

の間で、酸素をとり入れ二酸化炭素を出す、気体の交かんが

えらは、しくみもはたらきも、とてもよくにています。 
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 １本を大きくすると

えら 

 


